
 

 

 

 

 

 

 

年末に校門に飾り付けた「手作り門松」。PＴＡの作 

 業の際に、おやじの会のご協力で切り出してきた竹と、 

 職員が持ち寄った材料で作りました。本来であれば、松 

 の内が終わるときには撤去するのが習わしとされてい 

 ますが、校門に据えた大島小の門松は、新学期に子ども 

 たちを迎えるために、始業式の日まで片づけずに残し 

 ておきました。 

  その門松も撤去され、いよいよ学校は新年・新学期の本格始動となりました。始業式で

は、新たな年の自分のめあての達成と、さらなるあいさつの達人への努力について話しま

したが、さっそく次の日の朝から、「心機一転」を感じさせる子どもたちの行動があちらこ

ちらに見られました。「リスタート」「再チャレンジ」「リベンジ」昨日までの自分を引きず

ることなく、前を見て新しい自分探しへ向かっていく姿勢は、節目における大切な心の持

ち方だと思います。新たな年のスタートに臨み、一人一人の成長が楽しみな３学期です。 

 

 
2 学期後半に、学校へ一本の協力依頼の電話

がありました。島内で、インフラ工事にあたって

いる業者さんからで、社会貢献事業の一環とし

て、大島の自然の豊かさなどをアピールする看

板（横断幕）を作りたい、その中に子どもたちの

描いたイラストを入れたい。との相談でした。学

習発表会などを控えた時期でしたので、時間を

かけない方法での対応で了承し、児童全員に大

島を感じさせる魚や生き物のイラストを描いて

もらいました。また、大島のよさを凝縮したキャッチコピー案を募り、まとめたものを提

供しました。完成品が、写真のようなものです。「海」という字は 43名分のイラストで構

成されています。「おおしま」を頭文字とした『おいしい空気 おいしい食べ物 しまの人

はやさしくて また来てみたいと思う島』というフレーズがレイアウトされています。 

8 日の下校時に、お披露目会をしました。子どもたちは、自分のイラストを見つけて声

をあげたり、想像以上の素晴らしい出来栄えに満足の表情を見せたりしていました。この

横断幕に込めた、大島の豊かな自然がいつまでも続くようにとの思いを全員で共有したお

披露目会でした。なお、この横断幕は、連休過ぎから、大根坂エリアの工事現場の保護ネ

ットの一部に掲げられる予定になっています。     ※企画 増山建設株式会社様 
 

 

 1月 1４日（火） ロードレース練習（道路での試走１回目）2回目は 21日（火） 

 1月２０日（月） 全校朝会 

 1月 2２日（水） ほんわかクラブ読み聞かせ 

 1月２６日（日） 新春水仙ロードフェスティバル（９：１５開会式） 

 1月２７日（月） 表現朝会 租税教室（５・６年） 

 １月２８日（火） ふれあい給食・給食集会 

 1月 31日（金） 委員会活動 

大島小 学校だより 

 第３１号 令和２年１月１０日 文責 校長 藤瀨 安孝  

これから先の１月の主な行事予定


